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第 1章 IETF76ネットワーク運用レポート

インターネットの標準を定めてきている団体であ

る IETFの会合が 7年ぶりにわが国で開催された。

ここでは、IETF会合をサポートするために会議会

場や関連ホテルに対して、IETF参加者の便宜を図

るためのネットワークの構築・運用を行った。ここ

では、そのネットワーク運用に関してその概要を報

告する。

1.1 IETF

IETF Internet Engineering Task Force

は、現在では ISOC Internet Society の活動

の一つとして位置づけられ、ISOCから様々なサポー

トを受けながら、インターネットに関連する各種技

術の標準化を行っている。IETFはたくさんのワー

キンググループに分かれて活動しており、誰でも関連

するWGの議長の承認を得れば、発言し、インター

ネットの発展に貢献することができる。

IETFではメーリングリスト上での議論をPrimary

として考えているが、年に 3回会合を行い、電子メー

ルではやりにくい集中した議論を行ってきている。

初期の頃は参加者数も多くなく、主にアメリカ合衆

国で開催されていたが、インターネットの国際的な

広がりとともに、アメリカ合衆国外でも開催される

ようになった。現在は、2年間 6回の会合を、概ね

北米で 3回、ヨーロッパで 2回、アジア太平洋地域

で 1回行うことを目標に各種調整を進めている。

IETF会合の登録費は、半分程度は会合運営のた

めに使われるが、残りは事務局業務の委託やRFCの

編集、サーバの運用維持管理などに使われており、

この他 ISOCから相当額の経済的なサポートを受け

ている。各会合のローカルホストには、会合を行う

会場の確保やネットワークの敷設、火曜日夜に開催

される Social Eventなどの提供を行うことになって

いる。

今回の第 76回 IETF広島会合は、2002年 7月に

横浜で開催された第 54回会合から 7年ぶりに国内

で開催されたもので、アジア太平洋地域ということ

でも 2004年 3月に開催された第 59回 Seoul会合以

来 5年半ぶりということができる。

IETFのホストは、ネットワークの敷設に関して、

VeriLANという会社に発注して済ませることも多く

行われてきているが、折角わが国で開催される会合

であるため、我々の手でネットワークを運用するこ

とにした。以下、設計や運用等について概説する。

1.2 IETFのネットワーク

近年の IETFでは、会議室等で無線 LANによる

インターネットへの接続性を提供し、参加者の便宜

を図っている。従来は端末ルームに UTPによる接

続という形式が多かったが、最近ではプリンタへの

アクセスなどの目的がある場合以外は、端末ルーム

まで移動する必要もなくなり、訪れる人の数も少な

くなっている。

IETFのネットワークの運用が難しいのは、主に

以下の 2つの点にある：

1. 1,000～1,200 名の参加者のほとんどが、無線

LANインターフェース付き Laptopをセッショ

ン中に使用する。会議は先頭の 1・2列以外は椅

子のみの、所謂シアター形式なため、無線 LAN

クライアントの密度は非常に高い。

2.ホテル客室からもほぼ全員が、特に夕食後イン

ターネットを利用する。そのため、通常の利用

を想定しているホテルの、特にNAT装置がオー

バーフローしてしまい、インターネットに接続

できないなどの問題が発生しがちである。

1に関しては、最近の無線 LANアクセスポイント

（以下APと記す）で上位機種に関しては、高密度の

クライアントを想定しているものが多く、また、近

年は 2.4 GHz帯に加えて 5 GHz帯も多用されている

ため、一時期ほど安定運用が困難というわけではな

いが、それでも基地局を設置すればそれで済む程簡

単になったわけではない。

2に関しては、特に第 72回 IETF Dublin会合の

Technical PlenaryでNTTコミュニケーションズの
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図 1.1. IETF76の外部ネットワーク

宮川晋氏のプレゼンテーションでも紹介されたよう

に、最近のWeb アプリケーションの中には非常に

多数の TCPセッションを設定するものがあり、ト

ラフィック総量としては大した量でなくても、NAT

装置の変換表を使い尽くしてしまったり、検索時間

が掛って性能が劣化するなどの問題が知られている。

このため最近の IETFでは、参加者が宿泊するホテル

のインターネットをNAT装置の手前で IETFネッ

トワークに接続し、NAT装置を迂回することによっ

てこの問題を回避している。

これらの点を考慮し、安定な IPv4/IPv6 Dual Stack

なネットワークを提供することによって、参加者の

便宜を図ると共に、わが国のインターネット事情お

よび我が国のインターネットコミュニティの実力を

アピールできればと考えた。

1.3設計

IETF76の会場となった ANA Crowne Plazaホ

テル広島（以下、ANAホテルと記す）を始め、合計

6軒の IETFホテル全部で客室や宴会場にインター

ネットアクセスを提供できる配線および機材が設置

されている。IETFのネットワークはこれらの一部

を借用して敷設するわけであるが、ホテル側に対し

てはきちんと現状復帰することをアピールする必要

がある。そのため、ホテルに既設のネットワーク機

器の設定変更は行わず、ケーブルの配線変更のみで

実施することにした。IETF76終了後に、配線を元

に戻して動作確認を行うことで対応できるのは、ホ

テル側にとっても安心である。

今回は ANAホテルを中心に 5つの IETFホテル

を接続し、さらに外部接続として基町ビルで JGN2+

へ、仁保ビルで SINETへ、さらに大阪まで伸ばす

ことができるならば、NSPIXP-3や JPNAP/Osaka

への接続も可能になるという点と、MTUに起因する

諸問題を回避するために、1500 byteな IPパケット

が透過的に伝送できることが望ましいということで

NTT西日本に検討をお願いしたところ、NGNの商

用向けのサービスであるBusiness Ether Wideのご

提供を頂けることになった。IETF会合でのピーク

のネットワーク利用は 60～100Mbpsであることか

ら、ANAホテル以外の各ホテルの接続は100Mbps、

外部接続に関しては 100Mbpsでは心もとないので、

1000Mbpsでのアクセスとし、ANAホテルに関し

てはさらにDual Accessでの接続を準備して頂いた。

これによって、毎回の IETFの NOCを Volunteer

しているメンバから、冗長性がないという指摘を緩

和することができた。

会場内部まで含めたネットワークの構成は図 1.2

に示す。会場には 50台の無線アクセスポイント（以

下 AP と記す）を配置し、一部を除き Power over

EthernetでAPの給電を行った。各会議室へは既に

UTPが配線されていたため、これをお借りできたた

め、部屋を跨るUTPの配線は最小限で済ますことがで

きた。今回お借りしたCisco 1252は2.4GHz/5 GHz

両方で運用した場合、802.3afで提供可能な 15.4W

を越える電力を消費するため、一つの部屋で複数の

APが必要な場合には 20 Wの電力供給が可能なス

イッチを配置して、そこから接続した。

基幹スイッチおよび ANAホテル以外の IETF76

ホテルの客室ネットワークを接続するためのルータ、

大阪で NSPIXP-3や JPNAP/Osakaに接続するた

めのルータにはAlaxalaの製品をお借りした。また、
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図 1.2. ネットワーク全体図

ANAホテルの会場および客室ネットワークの経路制

御は最も重要であるため、AlaxalaおよびCiscoから

ルータを一台づつお借りして、VRRPを用いた冗長

化を行った。さらに、万一 ANAホテルがダウンし

たときに他の IETF76ホテルに深刻な影響が及ぶの

を防ぐため、これらのホテルは大阪のルータと直接

通信ができる経路も準備し、バックアップのDHCP

サービスや DNSサービスを提供するサーバを大阪

に設置した。

無線 LANに関して、伝統的に IETFの会場では、

管理ステーションが全APの管理を行う集中制御方

式ではなく、各 APを個別に管理者が設定する、い

わゆるスタンドアローンモードで運用を行ってきて

いた。過去に集中制御方式で運用したところ、特に

IPv6のサポートで大きな問題が発生したことによる

が、問題が発生してから既に 3年以上が経過し、製

品のソフトウエアも大幅に改良されている。そこで、

2009年 10月始めに札幌で開催された天文学関係の国

際会議である ADASS2009 Astronomical Data

Analysis Software and Systems に、規模は異

なるものの同様の機材を持ち込み、集中制御方式が

IPv4および IPv6で問題ないことを確認し、IETF76

に導入することにした。

ただし、問題が発生した場合にはスタンドアローン

モードに戻す必要があるのではないかという IETF

NOC Volunteerの指摘もあり、ファームウェアの入

れ替え手順や、それに付帯して発生するスイッチの

設定変更などの手順について小規模な予行演習を含

めて確認した。

最近の IETFでは、会場に来れない参加者のため

に、Audio Castと称した音声中継および jabberを

用いた文字ベースの中継を提供している。jabberは

IETFのサーバを使うため、現地ではインターネッ

ト接続性があればそれで事足りるが、Audio Castの

提供はホストの仕事の一つである。今回は、IETF

所有の機材を輸送することが想定されたが、運送費

用の問題から、国内で PCをレンタルする方向で検

討していた。しかし、機材も古く、輸送費用も高価

だったため、安価で小型の Laptop PCが調達され

ることになった。Audio Castでは、各会場の音声卓

と小型Laptopを接続し、muse-0.9.2を用いて音声

を配布サーバに送出した。配布サーバは、大阪にあ

るサーバに icecast-2.3.2 をインストールして運

用を行った。

1.4導入

限られた時間で大量の機材を持ち込み、各々に設

定をし、それぞれの設置場所に配置することは容易

ではない。特に今回の IETF76は、準備に一番適し

ている土曜日が大安で夜まで婚礼の宴会があり、そ

れが終わってから我々の設営を始めることができる、

という条件が重なっていた。そのため、主要な機材
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についてはCiscoおよびAlaxalaなどのスポンサー

は、10月中旬からの貸し出しを依頼した。また、広

島市立大学情報処理センターに場所をお借りして、

貸し出し物品のチェックや運用に使用する各種パラ

メータを実機でチェックし、運用で使う設定を決定

し、それをそれぞれの機器に設定する作業を行った。

このホットステージに対応するため、大阪にルータ

を 1台仮設し、VLANを JGN2+および SuperCSI

経由で広島市立大学情報処理センターまで設定した

ため、実際に IETF76会合で使うアドレス等を使用

し、インターネットへの接続性まで含めてテストす

ることができた。

IPv4アドレスおよび AS番号は JPNICのイベン

ト用の貸し出しをお願いし、133.93.0.0/16および

AS17674 の割り当てを事前に受けた。また、IPv6

に関しては APNICの短期間用の割り当てをお願い

し、2001:dfb::/32を使うことになった。これらは、

ホットステージ前に大阪で仮設ルータを設置したと

きから、インターネットへの経路の広告を開始して

いる。

11/4水曜日の夜間に機材をホテルに搬入し、一部

の切り替え作業を開始した。11/5 の早い午後には

NOCが、ついで IETF事務局が暫定的に設置され

た宴会場がインターネットに接続された。大規模な

設営は 11/7土曜日の夜、婚礼の宴会が終了してから

開始した。作業が終了したのは、11/8日曜日の午前

4時であった。

ホテルの客室ネットワークの切り替えは、作業中

にインターネットへの接続性が失われるため、なる

べく宿泊客への影響がない時間帯に作業を行う必要

がある。IETF76ホテルは合計 6軒地理的に分散し

て存在しているため、各ホテルの担当の方とも協議

し、11/6金曜日の昼休み、11/7土曜日の昼休み、お

よび 11/8日曜日の昼休みと分散して切り替え作業

を実施することにした。ただし、撤収時の切り戻し

は、11/13金曜日の昼休みしかないため、効率的な

作業が必要になる。

1.5運用

1.5.1 トラフィック

今回は対外接続が複数あるため、全体のトラフィッ

クを一ヶ所に集約しない運用を行った。このため、ト

ラフィックを測定し辛い環境になっていたが、大阪の

ルータの広島向きトラフィックがもっとも対外トラ

フィック合計に近いため、これのトラフィックの状況

を図1.3に示す。ピークで80 Mbpsを少々越えた程度

であり、100Mbpsでは短時間のバースト時にはパケッ

ト損失が発生していた可能性があることが分かる。

一方ANAホテルのルータにおいて、sflowを用い

て IPv4と IPv6のトラフィックについて測定した結

果が図 1.4の通りである。一部、NOC から大阪へ

サーバのバックアップを行ったため、11/10火曜日

の午後に IPv6のトラフィックが増加しているが、こ

れを除いて考えても、全体の約 8%のトラフィック

が IPv6であった。この要因としては、参加者の多く

はMac OS/XやWindows Vista、Linuxなど IPv6

readyな Laptopを使用していたこと、Googleに依

頼して、133.93.0.0/16および 2001:dfb::/32に

対して、AAAA レコードも返答するような依頼を

行ったため、Googleへのアクセスは IPv6を使うこ

図 1.3. 大阪のルータでのトラフィック
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とが多くなったことを挙げることができる。

IETF76会場およびホテル客室でのDHCPによる

IPv4アドレスの貸し出し状況は、図 1.5に示す通り

である。会場の DHCP サーバは、各セグメントの

5/8のアドレスを lease 6時間で、大阪のバックアッ

プDHCPサーバでは残りの 3/8のアドレスを lease

30分で提供する運用を行ったため、実際のユーザの

活動状況をそのまま反映したものではない。

一方、無線 LAN の利用状況については、図 1.6

に示す通りである。これは AP の associationから

算出したもので、比較的正確にユーザが無線 LAN

に associateしているかどうかが分かる。ピークで

図 1.4. IPv4と IPv6でのトラフィック分布

図 1.5. DHCPのアドレス貸し出し状況

図 1.6. 利用クライアント数の時間推移
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図 1.7. 利用クライアントのモード別分布

合計 850台が無線 LANを使っていたことが分かる

が、このうち 50台は e-bluesheetの実験に使用して

いた iPod Touchによるものである。

無線LANの動作モード別の利用クライアントの分

布を図 1.7に示す。第 72回Dublin会合以降、5 GHz

帯を使うユーザの方が、2.4GHz帯のユーザより多

くなっており、5 GHzは 802.11b/802.11gにみられ

る変調方式の差や、重なりがないチャネルが 3つし

かない 2.4 GHzに比べて安定に運用できる。これは

無線 LANの安定な運用に非常に大きな貢献をして

いると考えられる。

1.5.2 発生した諸問題

IETF76ネットワークは、比較的安定なネットワー

ク接続性を参加者に提供することができた。しかし

残念ながら、トラブルが皆無だったわけではない。

そのうちのいくつかを、記録しておく。

• DHCP lease問題

ホテルの客室を IETF76ネットワークに切り替

える際、Laptop を接続したままにすると、ホ

テルネットワークで取得したDHCPの leaseが

切れるまで、IETF76ネットワークのアドレス

取得を行わず、半日接続できない、という障害

が報告された。切り戻しの際は、IETF76での

DHCPのリースを徐々に短くし、11/13金曜日

の朝には 15分にして、この問題の影響を軽減し

た。ホテルの客室に注意書きを差し込む際、一

度 UTPを抜き、再度挿入すると、多くの場合

には問題が解消することを明記すべきである。

• Duplex問題

Business Ether WideのONUは full duplex固

定で設置依頼を行ったが、UTPをスイッチに接

続し、link upし、動作確認でも問題なかったが、

翌朝、duplex mismatchが発生していることが

確認された。このため、ONUとスイッチの間

をクロスケーブルで接続し、スイッチのポート

を 100Mbps full duplex固定に設定する必要が

発生した。

•偽 RA問題

過去の IETFも必ず報告されているが、6to4な

どの prefixを会場にアナウンスしてしまう、所

謂偽 RA問題が今回も合計 14件発生した。こ

れに対して、RAを監視し、偽RAを発見した場

合には、当該 prefixの lifetimeを 0とする RA

を送出して、上書きすることで被害を限定的な

ものとし、また、参加者MLでMACアドレス

を提示して対応を依頼した。

•スイッチハングアップ問題
原因は明確になっていないが、ANA ホテルの

客室系を収容しているスイッチがパケットの転

送を停止した事故が発生した。どうやら大量の

IGMPv3パケットが送出され、これによる影響

ではないかと推察された。スイッチを再起動す

ることで、障害は 30分で復旧し、さらにマルチ

キャストパケットに対する流入制御を実施する

ことにした。

•小型機器逆刺し問題
ホテル客室から、偽 DHCP によってインター

ネットアクセスができなくなっているという報

告があった。詳細を調査したところ、小型家庭

用無線 APの内部向けポートを客室の UTPコ

ンセントに接続し、RFC1918アドレスを配って

いたことが想定された。当該MACアドレスを

フィルタし、当該ユーザに対応を依頼した。

•ワイヤレスマイク問題
ワイヤレスマイクの第三高調波が 2.4 GHz帯の

無線 LANに障害を与えていることが、スペク

トルアナライザの調査で判明した。ホテルの担

当者と、ワイヤレスマイクとAPのチャネルを

競合が最小になるように設定した。このことは、

全ての関連機器を動作させた状態で事前調査を

行う必要があることを示唆している。
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• ACL問題

一部のホテルの客室に対しては、ホテル側の要

請でACLを設定していたが、kerberosが動作し

ないという連絡があった。これに関しては、ホ

テル担当者の了解のもと、ACLを緩和すること

で対応した。

• VPN問題

参加者から会社の VPNに接続できないという

報告があった。いろいろと調査したものの、原

因を特定することができなかった。翌日接続で

きるようになったとの報告もあった。事後に考

えてみると、IPv6による副作用の可能性も疑っ

た方が良かったので、一般には公開しないとし

ても、IPv4 onlyの無線 SSIDを準備しておく

と、少なくともデバッグには役立つのではない

かと考えられる。

1.6まとめ

IETF76は、幸いネットワークに大きな問題は起

きず、無線LANもスタンドアロンモードに切り戻し

をしなければならない場面にも出くわさず、これま

での IETFのネットワークのうち、最も安定したも

のの一つであったと言うことができる。参加者から

も謝辞が数多く寄せられた。また、6つの IETF76ホ

テルの客室を含む全てのサブネットで IPv6の接続性

を準備し、全体のトラフィックの約 8%が IPv6で占

められていたことは特記すべきであり、IPv4の未割

り当てアドレスが全体の 10%を割っている現在、平

坦な道ではないにせよ、今後のインターネットの方

向性を示していると考えることができ、また、WIDE

Project が KAME/Usagiなどの実装などを通じて

行ってきたインターネットコミュニティに対する長

年の貢献が、近い将来に実ることを示唆していると

考えることもできる。

1.7謝辞

IETF76は表 1.1に示す各社の、経済的あるいは

装置回線の提供等でのスポンサーシップおよび広島

市関係者の大掛かりな協力によって成功裡のうちに

閉会することができた。またネットワークを安定に

運用することができたのは、表 1.2に示す NOCメ

ンバーの昼夜を問わない作業の結果である。ここに

深く感謝します。

表 1.1. IETF76 スポンサー一覧

カテゴリ スポンサー

Plutinum 株式会社インターネットイニシアティブ
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社

Gold KDDI株式会社
ソフトバンク BB株式会社
西日本電信電話株式会社
日本電気株式会社
株式会社日本レジストリサービス
富士通株式会社

Silver アラクサラネットワークス株式会社
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
シスコシステムズ合同会社

Bronze インターネットマルチフィード株式会社
株式会社東芝
日商エレクトロニクス株式会社
社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター
ネットワンシステムズ株式会社
株式会社日立製作所
BBIX株式会社

Other 株式会社リコー
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表 1.2. NOCメンバー一覧

宇多 仁 北陸先端科学技術大学院大学
大江 将史 国立天文台
加藤 朗 慶應義塾大学
高津 智明 日立製作所
小林 大 アラクサラネットワークス株式会社
近堂 徹 広島大学
澤井 裕子 株式会社日立製作所
芝川 晃一 シスコシステムズ合同会社
関谷 勇司 東京大学
田原 裕市郎 KDDI 株式会社
堤 一記 シスコシステムズ合同会社
遠峰 隆史 慶應義塾大学
野村 健 シスコシステムズ合同会社
長谷部 克幸 エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社
服部 亜希子 シスコシステムズ合同会社
早川 浩平 シスコシステムズ合同会社
姫野 正人 株式会社日立製作所
Elliott, Chris Objective 3

Jaeggli, Joel Check Point Software Technologies

Jensen, Bill University of Wisconsin

Martin, Jim The Deadelus Group

第 2章 SIGGRAPH Asia 2009ネットワーク運用レ

ポート

2.1はじめに

2009年 12月 16日から 19日まで、SIGGRAPH

Asia 2009が、パシフィコ横浜にて開催された。本レ

ポートでは、SIGGRAPH Asia 2009におけるネッ

トワーク運用について報告する。

2.1.1 SIGGRAPH Asia 2009の概要

SIGGRAPH Asiaは、米ACM SIGGRAPHより

分科された、アジアに焦点をあてた、コンピュータ

グラフィックス、AR技術といった、先端技術を集

結した対話的な技術のデモ展示などが行われる国際

学会である。今回は 2回目の開催で、会場を日本の

パシフィコ横浜に迎え、カンファレンスは 2009年

12月 16日から 19日まで、展示会は 2009年 12月

17日から 19日の日程で開催された。

本学会のネットワークインフラストラクチャ構築

として、WIDEプロジェクトが協力を行った。

2.2 SIGGRAPH Asia 2009におけるネットワー

ク構築

2.2.1 ネットワーク設計

近年のこのような国際学会において、ネットワー

クという視点でインフラストラクチャ構築をデザイ

ンする場合、

1.ワイヤレスネットワークのスケーラビリティ

2.コモディティネットワークに対する帯域予測

3.学会デモなどで行われる帯域予測

4.見込まれるクライアント数

といった点を考慮する必要がある。

今回の SIGGRAPH Asia 2009では、会場全体に

おけるユーザの利用環境として、IEEE 802.11b/gお

よび IEEE 802.11aによるワイヤレスアクセスを基

本とし、デモなどでワイヤレスアクセスでは帯域が

足りない場合には有線で接続を行うような設計をお

こなった。

本学会において、ユーザのネットワーク利用は、主

にウェブアクセスやメール送受信などと言った、そ

れほど多くの帯域を必要としない状況が想定された。

そのため、コモディティネットワークの対外線とし

て、100MbpsのKDDIのインターネットゲートウェ

イサービスを利用し、KDDIからインターネットト

ランジットのサービスを期間限定で購入することに
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図 2.1. SIGGRAPH Asia 2009 Webページ

より、会場内のネットワークとインターネットとの

接続を行った。

SIGGRAPH Asia 2009では、先述の来場者などに

よるコモディティネットワークの利用の他、広帯域な

ネットワークを利用したデモが行われることが計画

されていた。このデモの中には、4 Kハイビジョンの

映像を非圧縮で会場まで伝送するものや、圧縮された

ハイビジョンの映像をインターネット経由で会場ま

で伝送するものが含まれていた。そのため、コモディ

ティネットワークのために導入した 100Mbpsの回

線では帯域が不足していた。そこで、これらのデモを

実現するために、100Mbpsの回線とは別に、会場と

WIDEプロジェクト大手町NOCとの間を 10Gbps

の回線で接続を行い、WIDEプロジェクトのネット

ワークとBGPでピアを張るとともに、JGN2plusお

よび慶應義塾大学デジタルメディアコンテンツ統合
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図 2.2. SIGGRAPH Asia 2009ネットワーク全体図

研究機構との間に VLAN を通し、広帯域なネット

ワークを利用したデモを行う環境を整えた。

本学会でのコモディティネットワークを利用するク

ライアントとして、近年では iPhoneや iPod touchの

普及により、ユーザがラップトップなどのコンピュー

タとは別に、複数台ネットワークに接続できる機器を

持ってきて、接続されることが想定された。そのた

め、ユーザが接続するネットワークは十分なアドレス

量を提供するように、ネットワークの設計を行った。

このような検討を行った上で、今回のSIGGRAPH

Asia 2009のネットワークの設計を行った。今回運

用を行ったネットワークの全体図を図 2.2に示す。
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図 2.3. 部屋ごとの機器設置図（例）

2.2.2 ネットワーク構築

SIGGRAPH Asia 2009において、会場は 12 月

11日より一部が利用可能であったため、会場が利用

可能になると当時にネットワークの構築を開始した。

パシフィコ横浜には、国際会議棟内および展示ホー

ル内に既設の構内ネットワークがあり、この回線を

一部借用する形でネットワークの構築を行った。

ネットワークを構築するために利用した機材は、

Cisco Systemsよりほとんどの機材を借用した。機

材は、会場に入る前に日吉にある慶應義塾大学大学

院メディアデザイン研究科において開梱し、機材本

体のみを会場に持ち込んだ。

会場入りを行った 12月 11日の段階では、国際会

議棟および展示ホールでは別のイベントが実施され

ており、利用可能な部屋は、ネットワーク構築に必

要な部屋のみであったため、NOCとして利用した

部屋である 425を拠点として、まずはバックボーン

ネットワークの構築から行った。

12月 15日より、会場として利用する部屋が徐々

に利用可能となった。利用可能となり次第、各部

屋に必要なスイッチやワイヤレス AP の設置、設

置に必要な UTPの敷設を行った。部屋への機器の

設置にあたり、部屋が利用可能になってから、利用

を開始するまでの期間が短かったため、各部屋にお

ける機器の配置図を作成し、効率的に機器の設置を

行えるよう心がけた。機器の配置図の例を図 2.3に

示す。

また、無線APの設置においては、できる限りPower

over Ethernetにより給電を行い、会場内での配線を

できるだけ簡潔に行うことができるようにした。こ

れにより、会場内におけるネットワークに関連する

機材が邪魔にならないようにするとともに、設置お

よび撤収のコストを抑えることができた。

15日までに国際会議棟でのネットワークの構築を

行い、16日までに展示ホールでのネットワークの構

築を完了した。

2.2.3 ネットワーク運用

国際会議棟では 16日から、展示ホールでは 17日

から学会のプログラムが開始し、それに合わせてネッ

トワークの本運用が始まった。

基本的に国際会議棟内のネットワークに関しては、

すべて我々が構築を行ったが、展示ホールでは展示

会エリアの出展者に対しては無線APの設置を行わ

ない条件で有線の回線と、一つのネットワークの割

り当てを行った。また、展示ホールの学会エリアに
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図 2.4. コモディティネットワークのトラフィック量

図 2.5. デモ用ネットワークのトラフィック量

おいては、有線の回線のリクエストがあった出展者

に対しては UTPを敷設し、有線でネットワークの

提供を行ったが、基本的にはワイヤレスによるネッ

トワークの提供を行った。学会エリアの出展者にお

いては、無線ネットワーク利用した展示を行う出展

者も居たので、無線 APの設置は特に制限を行わな

かった。そのため、展示ホール内に多数の我々の制

御できない無線APが電波を出している状態になっ

てしまい、結果として、ワイヤレスによるネットワー

クアクセスに影響が出てしまった。

対外線の利用状況としては、コモディティネット

ワークとして利用した 100 Mbpsの回線においては、

帯域を使い切ることもなく、十分な帯域を提供でき

ていたと言えるだろう。コモディティネットワーク

のトラフィック量のグラフを図 2.4に示す。

また、デモ用に用意した 10 Gbps の回線におい

ても、4 Kハイビジョン映像の非圧縮伝送のデモで

約 6 Gbps、圧縮されたハイビジョン映像の伝送で約

200 Mbpsの帯域が利用され、十分な帯域を提供する

ことができた。デモ用に用意した 10 Gbpsの回線の

トラフィック量のグラフを図 2.5に示す。

2.2.4 ネットワーク撤収

SIGGRAPH Asia 2009のプログラムは12月19日

で終了したが、パシフィコ横浜が利用可能な期間も

同じく 19日までであった。そのため、ネットワーク

の撤収はすべてのプログラムが終了する 18時から、

会場の利用期限である24時までの短い時間ですべて

行う必要があった。そこで、設置時と同様に、各部

屋の機器の配置および設置した機材のリストを示し

た撤収指示図を作成し、効率的に機器の撤収を行え

るよう心がけた。機器の撤収指示図の例を図 2.6に

示す。

撤収した機材は、会場の利用可能時間はほとんど

無かったため、そのままの状態で日吉にある慶應義

塾大学大学院メディアデザイン研究科に輸送し、メ

ディアデザイン研究科において梱包を行った。
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図 2.6. 部屋ごとの機器撤収指示図（例）

2.3まとめ

短期間のイベントにおけるネットワーク構築であっ

たが、直前に行われた IETF76や毎年 2回行われて

いるWIDE合宿と異なり、ユーザのネットワーク

利用傾向が異なること、また、ネットワークの敷設

が必要な範囲が広いこともあり、他のイベントとは

違った構築の大変さがあった。また、ネットワーク

構築にあたり、経験者を中心としたNOCコアメン

バーが少ない状態で臨んだため、全体的に行き届いた

ネットワーク構築を行えなかったという反省点は残

る。しかし、結果として、今回の SIGGRAPH Asia

2009におけるネットワークにおいて大規模な障害が

発生することもなく、無事にネットワークを運用で

きたと考えている。
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